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１．概要（Summary） 

 テラヘルツ波は水素結合やファンデルワールス力

などの弱い分子振動に応答するため、生体分子をラベ

ルフリーで検出することが可能であるが、病理検査・

診断デバイスの実現には高感度化が要求されている。

本研究ではテラヘルツ波帯域の透過特性に優れた材

料にナノ加工を施し, THz 波による溶液試料の検査を

可能とするマイクロTASチップ作製を目指している。

今回は検査素子の作製について報告を行う。本研究で

は従来よりも検出感度の向上が見込める分割リング

共振子(Split-Ring Resonator; SRR)[1]を試作し、テラ

ヘルツ透過特性を評価した。 

２．実験（Experimental） 

SRR 素子の作製は武田先端知クリーンルーム共用

設備を利用してフォトリソグラフィ法により実施し

た。フォトマスクは高速大面積電子線描画装置

(F5112; Advantest)により作製した。基板には Al2O3

基板を用い、フォトレジスト(JSR)をスピンコート後、

マスクアライナ(PEM-800; ユニオン光学)により露光、

TMAH により現像を行い、マスクを作製した。Au 

(100 nm) / Ti (10 nm)をスパッタ法により堆積し、ア

セトン中で超音波洗浄してリフトオフした。作製した

素子の透過スペクトルはテラヘルツ分光システム

(TAS7500, ADVANTEST Co.)により計測した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

光学顕微鏡による外観観察の結果、設計通りに SRR

素子の作製がなされたことを確認した(Fig. (a,b))。テ

ラヘルツ領域の透過光測定の結果、SRR 素子はテラ

ヘルツ波の入射角に依存してディップ周波数が変化

(a 方向: 1 THz, b 方向: 0.5 THz)することを確認した

(Fig. (c))。このディップ現象はそれぞれ、半波長共鳴

(図中 a 偏光入射)及び LC 共鳴(図中 b 偏光入射)に起

因することが知られている[1]。 
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Fig. (a,b) Microscopic image of SRR device, (c) 

Transmission spectra of SRR devices.  

 

・今後の課題：LC 共鳴によるディップは基板の誘電率

に強く依存することが知られている。生体分子の検出に

最適な周波数域でのディップ形成を目指して、磁気光学

材料：希土類ガーネット等の基板材料依存性の評価を進

めている。 
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